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学び合いの生まれる捜業づくり
学習開発分野 (14220910) 平山遼太
筆者はこれまで， r学びJとは教師が子どもに与え，子どもにわからせるものと考えて
いた。しかし，大学での学びを通してそれは疑問に変わり，大学院ではその認識が大きく
変わることとなった。今，筆者が目指したいのは， r学び合う教室」である。仲間と学び
合うことで，自分にはない多様な考え方に触れることができ，多くの気づきゃ疑問が生ま
れる。「学び合う教室」にするためには， r課題の設定J，r子ども同士が聴き合う関係の構
築JがE重要であることが明らかになってきた。
[キ}ワー ド] 学び合い協同学習聴き合い
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及t瑚究の背景
「学びJとは一体何なのか。学部4年間を通して，
筆者が迷つては実践を重ね，それでも4年間では
答えが出せなかった課題である。
学部における実習では， rわかる授業むを目指し
実践した。苦手意識を持っている子どもや，わか
らないと諦めている子どもがfわかるJrわかったJ
ι思えるような授業こそ，望ましいと考えていた
からだ。初めての実践では，時開通りに終わらせ
ることができなかったことから，計画した内容を
時開通りに終わらせることに縛られ，それを達成
することで，「伝えたい内容は伝わったJと，当時
の筆者は達成感を感じてしずらしかし，その後の
大学の講義を通して， r学び」とは教師が与え，子
どもにわからせるものではないのではないかと感
じた。これまで行ってきた筆者の実践は，子ども
にとっての望ましい学びではなかったのではない
だろうかという疑問が生まれはじめた。
当時のf学び」のイメー ジは， rできる」ことにあ
り，発問に対して答えられなかったときには「その
子どもがどうしたらできるようになるのだろう」
という点に意識が向き，答えられた場合には「そう
だよねJrその通り」など，肯定的に対応していた。
子どもとのやり取りは一問一容になっていた。し
かし，佐伯(1975)は rw分かる』と『覚える』では
決定的に違う」と述べており，このことから考え
れば，筆者の実践していた授業は「覚えさせる授
劃だったといえる。子どもから出たlE答を簡単
に肯定した場合，答えた子どもはいいが，違った
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考えを持っていた子どもは，自分の考えを表現す
ることができず，むしろ自分の考えを自分の中か
らかき消して，先生が認めた考え方を上書きして
覚えるα この上書きをした内容は， rわかった」の
ではなく， r覚えた」になるのではないだろうか。
また，正答を発言した子も， rわかっていてできて
いたJのではなく， r覚えていたからできた」のか
もしれない。この二つは，結呆として「できたJ
に収束しているが，理解の質が全く異なっている。
大学院に入学し.r学び合い」のある授業を筆者
自身が経験した。それは学部時代に受けていた，
知識をただひたすら詰め込められる，講義型の「覚
える授業Jとは異なっていた。わからない者間 tが
互いの考えを出し合い，みんなが納得するまで議
論するという「わかる授業むであった。その授業で
は，他者の考え方を聴くことに楽しみを感じ，他
者の考えを聴くことから，自分の中になかった気
づきが生まれることを実感した。筆者自身の授業
への取り組みは，以前より主体的になったといえ
る。この筆者の経験から， r学び合うJ学習にこそ，
筆者の学部時代に生まれた疑問を解決する糸口が
あると感じ，研究を始めt-co
(2)研究の目的
本研究の目的は， r学び合いjとはどういうこと
なのか，そのためにどういう教師の関わりが必要
なのか，ということを明らかにすることである@
(3)研究の方法
①先行研究の検討
@激職辱門実習における授業実践
@(2;における授業の検討・考察
2 先行研究の検討
(1) r学び合いJの意義
なぜ「学び合い」が必要なのだろうか，スウェー
デンの教育をヒントに考えていきたい。スウェー
デンも日本と同じ様にバブルの崩壊を経験した。
その後，日本の赤字は増え続けたが，スウェーデン
は年を重ねるごとに熟字に向かっていった。なぜ
スウェーデンは経済的に力を伸ばすことができた
のか，これは未来を担う子どもたちの学力を伸ば
すことで，財放を回復しようと，学校教育にカを
入れたことが1つの要因である。しかしそれだけ
ではない。そこには，国民教育運動として「学習
サークルJというものがあった。スウェーデンの
議会は19世紀前半まで， r財産と教義」のある者に
酎台への参加が限定されていた。そこで， 19世紀
後半から，国民が自ら「教養jを身につけることで，
参政権を獲得していこうとする国民教育運動が
展開されていく。この運動が「学習サークルJで
ある。
学習サークルは仕事を終えた後に集って読書
をすることで進められる。本を読み合いB 自由に
討議したり会話したりするものである。また.r学
習サークルJは自分たちで学ぶための組織であり，
リー ダー はいるが事旭市は存在しなしも
さらに神野(2007)は「人聞が人聞として成長す
るために，社会全体の教育機績を高めるのは，社
会の構成員の『学び合う』運動であると考えてい
る。こうした運動がなければ学校教育も， w学びの
相会』の基軸としての役割を果たせないのである」
と述べる。学校教育で学びが終了するわけではな
く，社会に出てからも学びは続く。学校教育では
「学ぶJr学び合うJとはどういうことなのかを授
業を通して学び，成人になってからも日々学t鵬
けることができる社会人を育成する。学校教育で
「学び合いJを経験したことが，成人になってから
も学t臓ける姿勢を育てる。これは，次に示すす申
野の主張に関連して考えることができる。神野
(2007)によると，事情は「盆場盟j教育と.r意糖劃
教育とに分類することができる。盆栽型教育とは，
外から圧力を加え，鋳型にはめるように教育する
ことである。栽培型教育とは，植物を育てるよう
に，枝を伸びたいように伸ばしていく教育である。
一斉学習を中心に行ってきた日本の教育は，正に
盆栽型といえよう。逆に， r学び合い」を鐙験し，
成人になってからも自分の知りたいことを自由に
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学ひ続けることができるスウェーデンの教育は，
栽培型といえるのではないか。また，神野(2007)
は rw勉強』から『学び』への転換は.w盆栽型教
育』から『栽培型教育』への転換だといってもよ
いJ.t述べている。さらに， r学校教育は『勉強』
から『学び』へ，それも『協同的な学び』あるい
は『互恵的な学び』へと舵を切っていかなければ
ならない」とも述べている。つまり「学び合いJ
を取り入れることで，生涯に渡って学び続ける子
どもを育成了することができる。このことから筆者
は， r学び合い」の重要性を再確認することができ
た。
(2)学び合いと聴き合い
佐藤(2004)は「協同学曹について『協同学習』
を実現する基礎は，学び合う関係作りにあります
が，学び合う関係は『聴き合う』関係を基礎にし
て成立しますJと述べている。他者の声を聴くこ
とで，自分とは異なる考えを受け入れ，それを自
分の考えとすり合わせ，対話を通してコミュニケ
ーションをとることが学びに必要である。ここで
言う「他者の意見を自分の意見とすり合わせる」
ということが，知織の上書き，つまり「覚えるJ
こととは相対する「分かる」ことにつながるので
はない均五「覚える」のであれば，わざわざすり合
わせる必要はない。入ってくる考えをたt~1鴇呑み
にして書き変えればよいからである。しかし，すり
合わせるということは，入ってきた考えと，自分
の持っていた考えを比較し，異なる点や似ている
点，自分にはなかった点などをすり合わせながら，
自分のものとして取り込むということではないだ
ろうか。これが「分かるJということだと筆者は
とらえる。
さらに，石井(2004)は次のように語る。 r学び
合う学び』では，学びが子どもたちの気づきゃ疑
問から始まることが多い。そこに， W.貌師に教えて
もらう』という子どもの意識はない。Jまた，石井
は「学び合いを成立させるためには，聴き合うこと
が重要であり，学び合うことと聴き合うことは切
り離して考えることができないjということにつ
いても述べている。聴き合うことで生まれた気づ
きや疑問から始まる学び合いこそ，それを解決し
たい課題として自分たちの中に受けとめることが
できると筆者は考える。関連して神野(2007)は，
「人間には誰にでも，人間として成長したいとい
う欲求がある。それだからこそ適切な動機づけさ
えあれば，人聞は自発的に『学び』成長していく」
と述べる。両者の主張に共通することは，事組If附
知識を与える役ではないということではない治、
子どもたちの聴き合いを通し，教師が適切な動機
づけさえすれば，そこから子どもたちの主嗣告な
学びが始まり，学び合いが生まれる。ここで言う
適切な動機づけとはどのようなことだろうか。実
践を通して考えていきたい。
3 実践と結果(明らかになったこと)
ω実践授業の概略
①日時平成部年11月13日2校時
②対象山形市立M小学校第4学年 24名
@授業者平山遼太
④単元名 国語科場面の様子を想像して読む
「ごんぎつねJ
e液業内容
(2)実践授業の詳細
本時は，ごんが兵トの取ったうなぎにいたずら
をし，兵十に見つかって一目散に逃げたが，兵十
は追いかけてこなかった場面を取り上げている。
課題は.， r，兵十が追いかけて来なかった時のごんの
気持ちを説明できるようになろうJである。
T I振り返ってみたけど兵十が追いかけてこ
なかったときのごんの気持ちはどんな気
持ちだったかなロ
ωpし聞を開けてから)H君どう思う?
H君|え一。ん一。えっと， rょっしゃJって思
つ。
T Iどうして「ょっしゃJって思うの?
H君|んーと，逃げ切れたから
T Iふーん。逃げ切れたから「ょっしゃJって
思ったんだ。
他には? 1君はどう思う?
I君|ん}。なんだろう。「ホッJとする?
T I何で『ホッ」としたの?
I君|え?追いかけてこなかったから
T Iもう逃げなくてもいいと思ったのかな?
I君|そう。
T Iふー ん。
R君|えー・・・・?
T Iん.?R君。「えー」って言ってたけど，どう
したの?
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R君|んと、なんかみんなと考えてること違う
なって思って。
T I R君はどう思ったと思うの?
R若|僕だったら， rなんで引って思う。
全体|えっ!?なんで?
T Iその「なんでワ」って、どういう「なんでJな
のかな。
R君|んーと， rなんで追いかけてこないのむつ
て思う。
全体|ん・・・ 9
あ-!!なるほど!
え・・・どゆこと?
今岡担当した学級は，普段全員が黒板の方を向
いていて， ー斉唆業を行っている。筆者の目指す
「学び合い」をするためにはコの字形態を取り入
れることが有効であると考えた。子どもたちが困
惑しない方、不到こ思ったが， r覚える授動ではな
く「わかる授業むを行うために，筆者はコの字形態
の実践に挑戦した。
H君と I君の考えを聴いていたR君は突然「え
ー」と発言する。 R若l土B 前に発言しているH若
や I君の発言に対して，疑問を持って聴いていた
のではないだろうカ九 R君は前の二人の考えを自
分の考えとすり合わせたが，どうにも納得できな
かったのだろう。ここで出されるR君の疑問から，
この時間の学び合いが始まった。R君が「僕だった
ら， wなんで?~って思う」と発言したときに，そ
れまで集中力を欠いていた子どもや，課題とは向
き合わずに，違うところに意識が向いていた子ど
もたちの表情が変わった。子どもたち一人一人の
意識が，教室全体のものとしてつながった。との
ときこの教室の中には，同窓き合いJが生まれたと
筆者Iお惑じた。
この授業でのI学び合い」は， R君によって引き
起こされたものであり，子どもたちの巧えが深ま
らずに終わってしまいそうなところを，筆者が R
君に助けられた場面であると言える。本時のまと
めに，ごんの気持ちを一人一人書く場面があった
のだが，はじめは「兵十が追いかけて来なかったか
ら安心している。喜んでいるjと答えていた子ども
が， i:構って欲しかったんだ。ひとりぼっちでさみ
しいんだ。」という，授業前には自分の中になかっ
た読み取りをすることができたのである。これは
R君の疑問から生まれた新しい認識である。その
手なりにR君の考えを受け止め，その予の言葉で
整理した考え方である。
今回はR若に助けられ，子どもの読みの変容は
生まれたものの，まだまだ筆者の目指す授業にな
っていない。なぜ目指す授業に近づけなかったの
か。授業がまだ教師主導型を抜け切っていなかっ
たことに原因がある。筆者の，子どもたちから引
き出したいという思いがあるだけで，子どもたち
自身には，そこに問題意識や困り感，必要感とい
ったものが感じられない。
筆者の目指す「学び合い」は，子どもが課題に対
して正面から向き合い，互いの考えを出し合いな
がら，分からないことを追及していくものである。
しかしながら今回の実践は，そのような「学び合
い」を生み出すことができなかった。どうしたら子
どもたちが，主榊(j~;:学び合う教室にするととが
できるのであろうか。筆者自身さらに学ばなけれ
ばならない。
4 考察
本実践における授業は「筆者自身が目指す学び
合い」ではなく fR君の声により生み出された学び
合い」だと言ってよいだろう。実践したいことが上
手くいかなかった今回の事臓から，これからの研
究の方向性や，明らかになったことを考察したい。
(1)学び合う教室を目指して
疑問に思えるような課題を提示すれば子ども
たちから自然に気づきゃ疑問が出てくると筆者は
考えていた。だからこそ筆者は「子どもたちは本丈
のどこに疑問を持っか」や" rどんな議題を設定す
れば子どもたちが課題と正面から向き合えるか」
という観点で耕寸研究をしていた。しかしそれだ
けでは，子どもたちの「学び合いJは生まれてこな
いということが明らかになった。子どもたち自身
が課題を自分のものとして考えたり，困り感を持
って取り組んだりする姿を目指す必要がある。
また筆者自身は，聴き合うことによって，自分
の中になかった気づきが生まれるような学びが楽
しいと感じており，そのような学び合う教室を目
指したいと考える。
(2)聴き合う環境づくり
「聴き合い」については，今回実践を行った国語
に関わらず，全ての授業に共通して重点を置きた
川聴き合うことを意識オるために輔曜が支援で
きることは，教師の立ち位置や存在の消し方，座
席の配置を工夫するなどが考えられる。教師が何
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もしないのに聴き合う関係が生まれるかと言えば
そうではな同日々耕市は， r聴き合うことJを大
切にし，子どもたちにその経験を積ませること，
さらには筆者自身が感じているような，学び合い
の楽しさを味わえる授業展開を，工夫するなどが
重要となる。
5 今後の課題
仲間と学び合うと，自分にはない多様な考え方
に触れることができ，たくさんの気づきゃ疑問が
生まれ，自分一人では辿り着けなかった新しい考
えを生み出すことができる。筆者は子どもたちに
もそのような学びを経験させたいと思い，実践に
挑戦したが，簡単に成功するものではなかった。
それは，筆者自身の研究の足りなさが一つの要因
である。また，教師が「意図している学びに導きた
いJと強く思うことで，まだ無意識に騨市主導型の
授業となってしまっていたことも要因である。筆
者の目指す「学び合い」を，子どもたちが展開する
ためには，どんな教師の関わりが望ましいかをさ
らに研究していく必要がある。
今回の実践から， r聴き合いJが大切であると
いうことは，筆者の経験した講義からも，実践に
おける子どもたちの姿からも明らかになった。引
き続き「学び合い聴きf干し、」の生まれる教室をど
うやったらつくっていけるのか，これからも研究
していきたしL
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